














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Nathan Ch説ikinFThe Sino-Japan母seW ar (l894~ 1895)! 
践JlI書;底、 1告別生存。
荒木短編 F大日本猿爾名家大鑑』伝記上線、第一書孫、
治75年。
之宮泊峡二『浮世絵事典品会三巻、画文号室、 1977年。
A 
B 
C 
。
(典拠〉
8 
新
し
い
分
野
a 
詩
事
麗
-
b
風
物
質
・
c
d 
カ
ッ
ト
と
い
う
よ
う
に
分
類
す
る
は
な
か
ろ
う
か
。
た
錦
絵
、
幕
末
維
新
擦
に
新
し
い
題
材
そ
与
え
ら
れ
て
活
発
化
し
、
診
に
あ
た
る
新
分
野
を
間
開
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
B
の
a
時
事
爵
を
構
成
す
る
「
戦
争
密
L
に
限
つ
の
展
開
は
、
視
野
の
外
に
置
く
。
応
A 
全
て
そ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
米
調
査
の
部
分
が
多
い
た
め
、
出
来
な
い
判
明
し
て
い
る
こ
と
だ
け
作
家
紹
介
を
し
て
お
代
歌
川
豊
陪
系
〕
日
内
豊
富
系
で
四
代
臨
紋
〈
人
が
確
認
さ
れ
る
0
1
、
叶
当
1
、i
}
，ノロト
F
f
'
の
ち
八
八
九
年
に
三
を
継
ぐ
。
名
は
竹
内
栄
久
で
、
幼
名
は
斡
太
郎
。
号
は
待
朝
楼
、
梅
堂
芳
斎
と
い
う
。
くヲ
九
は
五
代
畠
政
は
た。
の
務
堂
は
い
ず
れ
か
不
明
。
二
代
思
虎
は
、
母
を
政
員
、
い
ろ
ノ
。
園
周
系
で
問
問
人
が
確
認
さ
れ
る
。
三
代
闇
輝
は
、
一
一
の
門
人
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
昌
男
の
系
列
に
入
れ
る
。
各
も
、
最
初
は
歌
問
、
関
周
門
下
と
し
開
田
藤
岳
部
と
い
い
、
生
没
年
不
詳
、
「
た
め
、
代
目
の
没
後
そ
の
一
雄
斎
と
名
を
饗
い
、
し
か
も
そ
の
間
作
も
‘
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
」
(
E 
一
一
一
二
五
頁
)
、
レい
れ
て
い
る
。
楊
洲
周
延
(
一
一
)
は
、
本
名
橋
本
直
義
、
一
瀬
家
名
を
豊
原
…一八
1
一
九
一
周
延
(
ち
か
の
に
は
周
延
、
も一一一日う。
二
世
間
鶴
、
ま工
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と
(
療
関
敬
次
い
で
レ」
額
制
刈
の
門
下
と
な
っ
た
。
の
淳
世
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
、
手
法
で
、
美
人
閥
、
役
者
給
、
清
戦
争
も
の
を
作
っ
た
。
周
延
の
最
高
の
木
臨
画
は
、
品
ソ
i
カ
ス
の
昭
、
布
の
儀
式
、
議
会
開
会
で
、
こ
れ
ら
で
詞
廷
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
周
廷
は
、
国
周
の
最
上
の
弟
子
で
あ
る
。
揚
蒼
延
一
は
、
名
を
渡
辺
延
一
、
幼
名
を
次
車
と
い
う
。
罵
廷
の
一
番
弟
子
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
役
者
絵
や
美
人
画
に
優
れ
て
い
た
が
、
戦
争
画
で
も
特
撤
が
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
中
、
延
…
は
一
一
一
枚
続
の
力
作
を
撞
い
て
い
た
。
海
陸
の
戦
闘
場
韻
そ
描
い
て
名
声
を
獲
得
し
、
教
壇
場
の
よ
う
な
嬢
が
あ
っ
た
。
安
強
吟
光
は
、
初
議
に
松
一
努
斎
鑑
光
、
次
い
で
安
;、
A
為、
司
t
》
わ
V
B
M
V
ど
と
い
う
。
も
に
不
明
」
枚
続
、
「
吉
今
名
女
図
会
」
な
ど
の
美
人
一
臓
な
ど
が
あ
り
、
ろ
ま
で
の
作
爵
が
あ
る
」
(
同
)
。
こ
こ
に
本
構
は
、
日
清
戦
争
絵
を
加
え
る
。
【
歌
川
国
芳
系
}
事
合
芳
幾
の
門
下
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
人
で
あ
る
。
幾
英
は
、
小
林
英
次
郎
と
い
い
、
号
は
飛
幾
亭
、
歳
飛
亭
、
ほ
か
に
罷
落
奈
と
も
い
う
。
「
明
治
一
…
十
年
蔀
後
ま
で
の
胤
俗
闘
が
あ
る
」
(
『
浮
世
絵
事
典
』
上
、
四
一
一
員
)
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
日
清
戦
争
給
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
芳
年
の
門
下
は
、
七
人
が
確
認
さ
れ
る
。
日
溝
戦
争
態
に
最
も
活
寵
し
た
グ
ル
~ 
ノ、
ー
プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
年
畠
は
、
号
を
春
奈
と
い
う
。
浮
世
絵
を
学
び
た
か
っ
た
が
、
金
も
な
く
、
諒
こ
之
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
芳
年
の
章
夫
と
な
り
、
合
間
に
絵
を
学
ん
に
は
芳
年
か
ら
去
り
、
錦
絵
作
家
と
し
て
自
立
し
た
。
後
に
、
の
掛
け
入
、
の
養
子
と
な
っ
た
。
、A
、A
、
L
V
B
U
V
 
も
い
う
。
、点、易、
E
U
V
E
U
V
 
間
と
つ
け
る
。
作
品
は
、
の
役
の
絵
、
五
年
壊
の
岡
斜
路
婚
が
知
ら
れ
て
い
る
。
年
種
は
、
黒
組
問
兼
吉
と
い
い
、
号
は
、8
}
0
・ν
J
-
の
絵
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
七
宝
焼
き
の
下
絵
も
描
い
た
と
さ
れ
る
。
年
英
(
一
八
六
二
1
一
九
二
五
)
は
、
右
田
年
英
と
い
い
、
裕
誌
は
豊
産
。
一
穎
斎
と
い
う
。
明
治
中
期
か
ら
新
聞
挿
し
絵
や
錦
絵
を
は
、
信
斎
、
晩
翠
楼
、
描
い
て
い
た
。
平
方
〈
一
八
六
六
1
一
九
O
八
)
応
斎
、
、為、、，
o
き
b
y
J
J
は
、
水
野
年
方
と
い
い
、
も
と
は
粂
三
態
。
一
八
六
六
(
慶
応
一
…
)
年
配
戸
神
出
紺
屋
町
に
生
に
学
び
つ
つ
、
柴
田
芳
洲
、
一
一
一
島
蕉
窓
、
ま
れ
、
に
あ
ふ
れ
た
人
で
あ
っ
た
よ
う
ど
か
明
治
新
鳳
裕
一
織
に
新
し
い
て
い
る
。
新
聞
の
挿
し
絵
で
も
「
の
功
繍
」
二
六
六
…
貝
〉
を
あ
げ
た
。
門
下
に
、
鋪
木
清
方
が
い
る
ο
年
章
は
、
「
芳
年
の
丹
人
と
思
わ
れ
る
」
{
同
右
)
。
号
は
幽
斎
と
い
い
、
絵
「
義
経
再
興
記
」
一
ニ
枚
続
、
麗
俗
画
「
日
本
撰
景
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
年
忠
は
、
出
田
年
忌
と
い
い
、
名
を
忠
議
、
号
を
南
斎
、
南
士
山
と
す
る
。
明
、
治
二
0
年
代
の
「
脅
出
観
兵
式
之
国
L
枚
続
が
知
ら
れ
て
い
る
。
【
狩
野
一
派
系
}
名
和
永
年
は
、
大
阪
の
人
割
山
完
現
に
四
条
印
刷
の
絵
を
学
び
、
後
上
京
し
に
師
事
し
た
。
東
京
で
は
、
く
」
(
第
2
表
の
文
献
D
E
溝
戦
争
を
描
い
て
い
る
。
四
で
は
「
専
ら
人
物
を
ど
と
詳
題
さ
れ
て
い
{
小
林
帯
親
系
山
小
林
清
親
ご
八
四
七
i
れ、
九
一
五
)
は
、
江
戸
の
小
役
人
の
子
と
し
ワ
l
グ
マ
ン
の
下
で
油
絵
を
、
渡
辺
京
商
と
柴
田
是
真
の
下
?
日
本
棋
を
学
ん
だ
。
清
親
は
、
輸
入
さ
れ
た
石
販
闘
と
鍛
猿
画
に
影
響
を
受
け
て
、
木
賑
爾
印
刷
に
制
約
問
し
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
一
年
の
関
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
欝
籍
、
新
聞
、
雑
誌
の
挿
し
絵
な
ど
で
の
人
気
を
失
っ
て
い
っ
た
。
清
親
は
、
日
清
戦
争
の
問
、
大
き
な
生
彩
効
果
の
あ
る
光
と
践
の
幻
想
を
持
っ
た
、
い
く
つ
か
の
著
し
い
不
気
味
な
光
景
を
作
り
、
か
つ
て
の
名
声
を
全
て
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
、
清
親
は
、
人
々
の
好
み
に
は
不
快
な
、
ひ
ど
く
嫌
な
風
剰
闘
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
、
清
親
は
、
近
代
東
京
の
転
換
す
る
場
面
の
鼠
景
画
そ
播
い
た
。
西
洋
の
建
祉
法
や
、
売
の
変
化
、
主
に
夜
の
光
景
の
強
い
を
受
け
て
、
西
洋
と
日
本
の
様
式
そ
結
合
さ
せ
た
。
清
詔
棋
は
、
家
の
最
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
同
文
献
C
の
一
二
六
頁
〉
。
関
口
米
作
ご
八
六
四
{
)
治
六
)
年
に
一
九
む
一
ニ
)
は
、
に
生
ま
れ
明
米
犀
を
始
め
江
戸
で
は
芝
時
久
保
能
川
町
に
住
み
、
米
作
は
e
八
八
一
年
頃
小
林
済
制
械
に
入
門
し
、
絵
疫
学
び
仏
閉
め
た
。
同
門
は
、
井
上
安
治
で
、
二
人
と
も
部
風
を
よ
く
継
い
だ
と
評
題
さ
れ
て
い
る
。
文
凡
チ
怒
論
集
第
八
関
口
号
。
…
0
0
0年
三
月
)
門
雑
派
】
尾
形
月
耕
(
。
〉
は
、
も
と
名
競
を
姓
と
し
た
が
、
月
耕
の
ほ
か
、
の
や
り
八
五
九
1
九
な
旧
弁
認
を
嗣
い
で
、
器
井
正
之
助
と
い
う
。
斎
、
華
暁
斎
と
い
う
。
江
戸
の
京
構
に
生
ふ
や
モ
ノ
の
鋭
い
観
察
者
だ
っ
た
。
師
そ
持
た
ず
、
独
学
で
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス
タ
イ
ル
と
マ
ナ
ー
を
作
り
出
し
、
漆
と
悔
援
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
G
輸
出
材
料
の
た
め
に
下
絵
も
拙
い
た
。
第
2
表
の
作
家
の
中
で
は
、
尾
形
舟
耕
、
名
和
永
年
が
『
風
格
一
機
報
』
に
も
絵
を
提
供
し
(
訪
問
掲
山
本
雲
間
間
二
一
良
)
、
朝
E
新
開
な
ど
に
多
数
の
挿
し
絵
も
描
い
た
。
永
島
春
暁
は
、
母
は
一
勝
斎
と
い
う
の
生
没
年
不
詳
。
勝
月
は
、
小
島
勝
美
が
本
名
で
、
号
は
東
端
的
と
い
う
。
浅
草
永
住
町
に
住
み
、
吋
隅
明
治
二
十
年
代
、
熱
鶴
岡
や
日
清
戦
争
給
が
あ
る
L
(
第
2
表
的
文
献
E
)
と
さ
れ
る
。
た
。
ス
ケ
ツ
名
義
み
、
自
然
前
述
し
た
従
軍
画
工
の
数
と
、
こ
れ
ら
錦
絵
作
家
の
数
は
合
わ
な
い
。
が
圧
倒
的
に
多
い
。
つ
ま
り
、
錦
絵
作
家
た
ら
は
、
現
場
を
見
な
い
で
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
檎
報
や
、
あ
る
場
合
に
は
推
理
、
想
像
に
よ
っ
て
絵
を
措
い
た
。
そ
こ
に
は
、
誤
報
も
誤
一
一
括
も
あ
っ
た
。
第
二
の
…
枚
も
の
や
一
一
一
枚
統
ぎ
の
錦
絵
版
離
の
ほ
か
、
下
絵
を
石
版
画
に
し
た
も
の
も
、
人
々
に
屈
け
ら
れ
、
広
め
ら
れ
た
。
「
戦
争
回
あ
ら
ば
め
い
め
い
の
一
戸
口
の
差
し
支
え
な
さ
場
所
に
貼
付
け
衆
人
に
べ
し
」
ミ
絵
画
叢
一
一
一
時
』
一
八
九
四
年
一
一
月
、
小
野
忠
重
『
日
本
の
頁
よ
り
一
得
引
間
〉
O
吋
戦
争
石
版
は
村
に
町
に
は
ん
ら
ん
し
て
い
っ
た
」
(
同
)
で
あ
る
α
た
だ
そ
の
芸
術
と
し
て
の
癌
撞
に
つ
い
て
は
、
島
屋
政
一
が
い
た
巡
査
も
現
れ
た
と
い
う七の
七
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と
(
原
田
敬
一
)
明
治
二
十
七
八
年
に
は
日
清
戦
役
の
為
め
石
版
の
戦
争
画
が
無
数
に
世
に
出
た
が
、
安
く
売
る
為
め
に
は
芸
術
な
ど
省
み
る
暇
な
く
、
随
っ
て
後
世
に
伝
ふ
べ
き
価
値
を
有
す
る
も
の
は
極
め
て
少
い
。
(
七
六
四
頁
)
と
、
『
日
本
版
画
変
遷
史
』
(
五
月
書
房
、
一
九
三
九
年
。
一
九
七
九
年
の
復
刻
版
で
酷
評
し
て
い
る
。
島
屋
が
、
同
書
で
日
清
戦
争
絵
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
、
楊
斎
延
一
、
小
林
清
親
、
尾
形
月
耕
ら
数
人
だ
っ
た
。
東
陽
堂
の
『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
「
日
清
戦
争
図
会
」
合
計
九
冊
に
二
一
O
枚
以
上
の
戦
争
画
が
石
版
画
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
描
い
た
の
は
、
石
塚
空
翠
、
遠
藤
耕
渓
、
尾
形
月
耕
、
久
保
田
米
遷
、
島
崎
柳
塙
、
武
内
桂
舟
、
富
岡
永
洗
、
名
和
永
年
、
松
本
洗
耳
、
宮
川
洗
崖
、
山
本
松
谷
、
素
堂
、
車
舟
、
苔
石
(
五
十
音
順
)
の
一
四
人
と
さ
れ
る
(
山
本
前
掲
書
四
二
頁
)
。
を
利
用
)
石
版
画
業
者
は
、
一
八
九
二
年
に
東
京
石
版
印
刷
業
同
業
組
合
を
結
成
し
た
が
、
そ
の
発
起
人
に
は
、
玄
々
堂
、
大
山
石
版
所
、
知
新
堂
、
東
陽
堂
、
泰
錦
堂
、
慶
雲
堂
、
製
紙
分
社
、
国
文
社
、
築
地
活
版
の
九
社
が
な
り
、
石
版
印
刷
業
者
約
一
O
O人
が
参
加
し
た
と
い
う
(
同
)
。
大
阪
に
も
一
八
九
三
年
に
大
阪
石
版
会
が
誕
生
し
た
(同
)
0
そ
の
頃
の
石
版
業
者
と
し
て
、
森
川
印
刷
所
、
中
井
徳
商
会
、
古
島
印
刷
所
、
武
田
石
版
所
、
中
田
印
刷
所
、
藤
井
改
進
堂
、
大
阪
集
画
堂
、
大
津
印
刷
所
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
『
日
本
版
画
変
遷
史
』
七
六
九
頁
)
。
ま
た
、
江
戸
期
の
錦
絵
は
、
江
戸
地
域
の
文
化
の
側
面
が
強
か
っ
た
が
、
幕
末
!¥ 
上
方
、
長
崎
、
仙
台
、
名
古
屋
、
富
山
、
石
川
、
徳
島
、
熊
本
な
ど
で
開
板
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
広
が
り
は
江
戸
期
を
勝
っ
て
い
る
。
地
期
以
後
、
方
へ
の
情
報
伝
達
の
内
容
や
速
度
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
技
術
的
に
も
商
業
べ
l
ス
と
し
て
も
、
錦
絵
や
石
版
画
は
万
全
の
体
制
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
(
3
)
 
錦
絵
と
石
版
画
の
形
態
錦
絵
は
、
縦
約
三
九
セ
ン
チ
、
横
二
六
セ
ン
チ
を
一
枚
と
し
、
一
枚
、
二
枚
続
き
、
三
枚
続
き
と
す
る
。
な
か
で
は
横
に
並
べ
た
三
枚
続
き
の
も
の
が
多
い
。
近
世
の
浮
世
絵
版
画
は
、
大
判
・
間
判
・
中
判
・
細
判
・
小
判
・
短
冊
判
な
ど
多
数
の
寸
法
が
あ
り
、
様
々
だ
っ
た
が
、
錦
絵
大
判
に
は
ま
た
三
種
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
①
七
五
・
七
セ
ン
チ
×
四
五
・
四
セ
ン
チ
、
②
五
三
・
O
×
三
七
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
③
の
大
き
さ
に
あ
た
る
-
八
、
③
三
九
・
三
×
二
二
・
七
、
(
菊
地
貞
夫
『
浮
世
絵
』
小
学
館
、
石
版
画
は
、
地
図
や
挿
し
絵
な
ど
を
印
刷
物
に
付
加
す
る
も
の
で
、
日
本
最
初
の
も
の
は
、
一
八
七
四
年
陸
軍
文
庫
刊
の
図
画
手
本
『
写
景
法
範
』
で
あ
る
(
前
掲
『
日
本
の
石
版
画
』
四
五
頁
)
。
だ
か
ら
、
日
清
戦
争
を
報
道
す
る
各
種
の
雑
誌
や
単
行
本
に
、
石
版
画
は
多
く
見
ら
れ
る
。
一
九
七
一
年
、
二
一
五
頁
)
0
第
二
章
錦
絵
の
中
の
日
清
戦
争
(
1
)
清
固
と
戦
う
こ
と
清
国
と
戦
う
こ
と
は
、
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
ら
政
府
指
導
者
た
ち
に
は
、
白
明
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
程
度
自
信
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
清
国
と
の
開
戦
内
寒
々
録
い
外
交
、
散
米
列
強
の
介
入
を
務
ぐ
外
交
な
ど
、
緊
張
し
の
展
開
は
、
で
あ
る
。
大
鳥
去
使
を
市
計
図
十
郎
、
大
院
君
を
尾
上
松
助
、
談
社
凱
を
片
国
内
市
関
泳
綾
を
尾
上
驚
十
郎
が
演
じ
る
と
い
て
の
装
い
に
な
っ
て
い
る
、
な
ど
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
、
錦
絵
で
は
仰
に
表
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
構
闘
が
の
場
し
つ
の
解
筈
で
あ
る
o
A
(第
2
表
の
文
総
C
所
収
)
は
、
と
題
す
る
戦
争
絵
で
あ
る
。
ご
否
朝
楼
豊
斎
し
は
、
間
代
数
出
川
国
政
の
こ
と
文
学
部
議
集
図A
第
八
四
号
(
二
0
0む
年
三
月
)
芝
語
絵
の
毅
麟
に
も
入
る
も
の
だ
ろ
う
。
B 
(
同
)
も
ほ
ぼ
問
じ
登
場
人
物
で
、
経
哉
で
あ
る
が
、
人
物
構
報
は
不
照
明
引
に
あ
る
。
い
ず
、
大
島
少
将
が
加
わ
っ
て
い
る
。
留日
C 
(
同
)
は
、
和
行
一
八
九
五
年
三
月
と
、
A
、
B
よ
il!. 
し込
「
小
田
間
設
し
は
、
五
代
国
政
の
こ
と
併
に
あ
る
。
「
清
国
警
和
結
民
議
判
之
罷
ん
と
し
て
、
下
関
会
議
の
想
像
図
そ
描
い
て
い
る
。
罰C
ら
中
国
人
も
髭
を
蓄
え
た
立
派
な
綾
子
で
識
か
れ
て
い
る
。
B
の
哀
世
刷
出
ら
は
驚
ミ壁、.
大
島
ら
に
押
さ
れ
て
い
7三
A
、
C
は
と
も
に
E
朝
ま
た
は
対
齢
mw
絵
で
あ
る
。
し の
九
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と
(
原
沼
敬
一
)
い
ず
れ
も
構
図
は
右
上
に
日
本
人
が
お
り
、
位
置
す
る
。
ど
ち
ら
が
優
位
か
が
、
絵
の
影
で
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
し
、
際
の
外
交
交
渉
が
、
ど
の
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
ま
ま
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。
〈
2
)
七
尾
ニ
三
日
∞
衝
突
を
め
ぐ
っ
て
六
月
二
日
に
出
兵
を
閣
議
決
定
し
一
廷
混
成
旅
団
が
漢
城
で
か
ら
、
公
使
と
大
島
義
昌
掠
間
長
っ
て
、
い
う
最
初
の
出
兵
目
的
、
が
諮
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
臼
本
政
府
は
、
六
丹
一
五
日
、
朝
鮮
は
「
到
底
永
ク
国
家
ノ
秩
序
平
和
ヲ
維
持
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
殆
ト
疑
ヲ
容
レ
ズ
」
と
断
定
し
、
「
朝
鮮
国
内
政
ヲ
改
良
セ
シ
ム
ル
為
メ
」
の
お
渚
共
同
問
行
動
を
提
案
し
、
語
霞
拒
否
の
場
合
単
独
で
実
籍
、
閣
議
訣
認
し
た
。
こ
の
目
、
T 
れ
て
い
の
た
め
、
実
現
に
い
た
ら
ず
、
ヶ
日
付
を
「
朝
鮮
圏
内
政
ヲ
改
良
」
す
る
た
め
の
共
同
行
動
と
い
う
、
展
望
の
な
い
交
渉
に
持
需
を
費
や
し
た
。
陸
奥
の
意
冨
は
、
「
若
シ
何
事
ヲ
モ
為
サ
ス
の
後
又
ハ
何
処
ヘ
モ
行
カ
ス
シ
テ
終
一
一
悶
処
ヨ
リ
空
シ
ク
煽
菌
ス
ル
ニ
京
ラ
ハ
姦
タ
不
ア
ラ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
多
体
裁
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
政
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
分
に
国
作
と
に
あ
っ
こ
-hy+ノ、
』
1
'
u
に
持
っ
て
い
た
。
最
後
の
対
朝
鮮
政
務
交
渉
が
終
わ
り
、
回
答
期
患
を
七
月
二
二
日
と
設
定
し
、
襲
鮮
政
五
日
に
。
る
凶
答
を
行
う
と
、
朝
鮮
王
宮
を
占
領
し
、
担
祝
日
}
誌
の
政
府
樹
の
撤
退
と
、
日
本
指
導
の
下
に
置
け
る
朝
鮮
の
内
政
改
革
の
実
施
、
と
い
う
計
画
を
実
現
さ
せ
る
。
七
月
一
二
三
位
午
前
一
一
時
漢
城
郊
外
の
龍
山
か
ら
出
発
し
た
こ
短
大
離
は
、
途
中
漢
域
霞
一
一
俗
語
の
電
擦
な
切
断
し
、
務
外
と
取
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
。
分
に
は
て
お
り
、
こ
れ
は
に
戦
争
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
は
な
く
、
呂
輯
戦
争
べ
き
で
あ
る
の
こ
の
事
件
を
措
い
た
錦
絵
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
点
確
認
し
て
い
る
『
風
俗
画
報
』
に
、
遠
藤
耕
渓
の
、
「
大
島
公
使
大
腕
活
安
擁
し
て
入
域
の
途
次
(
他
に
韓
丘
〈
を
追
撃
の
密
L
が
あ
る
)
。
と
一
一
牧
続
日
清
戦
争
、
一
所
収
)
ス
〈
小
諮
問
問
部
E
小
間
協
裁
露
一巻、
そ
朝
鮮
京
城
之
小
戦
大
院
君
入
関
争
乱
之
密
三
点
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
攻
撃
し
て
い
る
民
本
軍
と
、
敗
走
し
て
い
る
朝
鮮
軍
の
留
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
先
べ
た
よ
う
に
、
F
費
光
二
枚
続
(
第
二
表
文
献
C
)
牧
物
(
筆
者
蔑
〉
払
暁
か
か
け
て
あ
り
、
そ
入
滅
す
る
、A
〉、
カ
pd
こ
と
を
お
そ
ら
く
知
ら
な
い
で
、
持
時
期
の
こ
と
と
し
て
酷
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
誤
報
な
い
し
は
撞
画
上
の
作
為
を
含
ん
で
い
る
が
、
問
題
は
先
に
述
べ
た
共
通
点
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
参
謀
本
部
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
旅
関
長
ハ
十
一
聯
隊
第
一
一
大
隊
〈
釜
山
凶
守
備
瞭
グ
ル
ニ
移
シ
欠
)
中
隊
小
捧
ヲ
主
宮
北
方
向
地
〈
引
用
者
注
・
シ
メ
ン
ト
シ
、
人
民
ノ
騒
擾
才
/
選
ケ
ン
一
一
二
十
三
日
払
斡
東
側
ヲ
通
過
ス
ル
ヤ
、
前
ニ
鈴
テ
右
諾
隊
司
ノ
京
域
ニ
入
レ
、
主
宮
守
儀
丘
〈
及
禁
附
近
ニ
屯
在
ゼ
ル
韓
日
収
ハ
突
然
起
文
学
部
議
集
、
我
丘
〈
モ
髭D
第
八
四
号
〈
ニ
0
0
0年
三
月
)
亦
勿
卒
応
射
防
禦
シ
、
尚
ホ
此
不
規
律
ナ
ル
抽
将
兵
ヲ
駆
逐
シ
京
城
以
外
ニ
退
カ
シ
ム
ル
ニ
非
レ
ハ
、
何
時
知
伺
ノ
事
変
ヲ
再
起
ス
ヘ
キ
モ
測
一
フ
レ
サ
ル
ニ
ニ
主
宮
ニ
入
リ
ノ
韓
兵
ノ
射
撃
ヲ
国
際
シ
テ
漸
次
之
ブ
北
方
域
外
ニ
シ
テ
山
口
大
縁
長
ハ
出
リ
、シ
一
時
代
テ
王
宮
mm
賂
ヲ
守
備
セ
リ
。
落
和
門
内
ル
ノ
報
ヲ
得
、
蔀
下
ノ
発
火
ヲ
制
止
シ
赴
ケ
内
内
多
数
ノ
韓
兵
衛
祭
騒
擾
ス
ル
ノ
状
ア
ル
オ
ノ
以
一
ア
、
韓
吏
ニ
交
接
シ
其
武
器
ヲ
解
テ
我
一
一
交
付
セ
シ
メ
、
兵
不
撰
ノ
衝
突
ニ
悶
リ
該
擦
ヲ
悩
マ
ぞ
シ
リ
。
然
ル
一
一
語
ヲ
請
ヒ
シ
決
シ
シ
、
且
ツ
響
テ
五
体
ヲ
保
護
カ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
大
地
内
忍
ゐ
酬
事
就
え
恋
間E
臨F
1脅
¥L 
Eヰ
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と
(
原
田
敬
つ
ま
り
、
大
隊
を
漢
城
北
方
山
地
に
駐
屯
さ
せ
る
た
め
、
王
宮
周
辺
を
行
進
中
、
突
然
朝
鮮
軍
か
ら
発
砲
さ
れ
た
の
で
、
自
衛
的
に
「
応
射
防
禦
」
し
た
が
、
「
不
ら
か
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
八
月
段
階
で
、
七
月
二
三
日
事
件
の
報
道
が
、
国
内
規
律
」
な
朝
鮮
軍
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
宮
か
ら
駆
逐
し
た
、
と
い
う
説
明
に
の
新
聞
各
紙
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
全
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
の
で
、
別
稿
を
準
備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
占
日
本
の
側
か
ら
言
え
ば
戦
争
と
述
べ
て
お
く
。
各
紙
は
二
通
り
の
報
道
を
し
た
の
で
あ
る
。も
う
一
つ
は
参
謀
本
部
一
つ
は
、
真
実
に
近
い
現
地
特
派
員
の
報
道
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
新
聞
、
し
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
参
謀
本
部
は
虚
偽
の
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
図G
¥ 
下ケ
ノ p
"'--//ム/-~\
「す.-
〆~-'¥ 
f 六
図H
判哩可/f-j
三十三よ:ち4たご ム一一、「
図 I
な
い
し
大
本
営
が
発
表
し
た
新
聞
間
で
あ
る
。
蘇
峰
の
『
愚
氏
新
開
h
は
後
者
だ
っ
た
。
地
方
紙
に
は
前
者
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
熊
本
の
『
九
州
日
日
新
開
問
』
な
ど
)
。
の
あ
に
観
察
し
て
い
る
(
金
沢
の
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
、
こ
れ
ら
錦
絵
も
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
石
版
画
で
領
事
件
を
缶
え
た
『
風
儀
躍
報
』
も
、
後
者
で
あ
る
。
検
閲
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
く
、
錦
絵
や
地
方
紙
な
ど
と
、
中
央
紙
は
、
検
慌
の
熱
心
き
が
異
な
っ
た
と
結
論
づ
け
て
お
き
た
い
。
〈
3
)
武
士
イ
デ
オ
時
や
i
と
戦
争
場
姦
る
役
割
を
、
、
日
本
人
将
校
と
馬
、
ま
で
も
な
く
駿
議
員
族
で
あ
り
、
騎
絡
の
設
い
に
は
慣
れ
て
い
皮
の
軍
服
に
軽
く
身
を
閲
め
、
槍
や
剣
そ
振
る
う
女
真
族
に
、
日
本
人
将
校
が
勇
敢
に
戦
い
、
る
。
絵
師
や
記
者
は
、
現
実
に
そ
靖
歯
と
の
戦
争
と
い
う
こ
と
か
ら
、
様
子
が
女
真
族
だ
錦
絵
は
来
た
し
た
。
画
面
に
頻
繁
に
絡
が
殻
場
す
る
。
の
セ
ッ
ト
が
多
い
。
女
真
族
は
、
の
よ
う
な
場
面
を
目
撃
し
て
い
な
い
が
、
勇
敢
な
臼
本
人
将
校
を
強
調
す
る
場
揺
を
、
多
数
描
い
た
。
小
林
清
霧
器
演
光
闘
成
歓
ニ
於
テ
呂
清
激
戦
我
兵
大
勝
醤
G 
一
一
枚
統
〈
筆
者
獲
)
噺
臥
卒
之
図
枚
物
(
筆
者
葱
)
威
海
衛
探
上
砲
台
攻
撃
之
光
景
一
枚
続
(
筆
者
磁
)
の
日
清
の
戦
闘
で
あ
る
成
歓
の
戦
い
を
、
清
親
が
撞
い
た
も
の
だ
が
、
H 
G
は、
に
戦
う
日
本
軍
の
傍
ら
に
、
命
乞
い
す
る
清
盟
丘
(
を
か
た
ち
ど
る
。
日
は
、
成
教
の
手
前
の
安
域
諜
で
戦
死
し
た
ラ
ッ
パ
卒
を
描
い
て
い
る
。
ー
は
、
北
洋
艦
離
の
根
拠
地
で
あ
る
或
海
衡
を
攻
略
す
る
迫
兵
障
を
描
く
。
文
学
部
総
後
第
八
凶
号
(
二
0
0
0年
三
月
〉
の
絵
で
検
討
し
た
い
の
は
、
馬
と
刀
で
あ
る
。
G
も
ー
も
密
兵
慰
安
描
き
な
が
ら
、
指
揮
官
は
潟
と
に
い
る
。
H
で
は
、
安
域
援
で
戦
死
し
と
な
っ
た
、
木
口
小
平
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
歩
兵
の
行F
、一
な
が
ら
、
等
卒
で
あ
り
で
あ
る
。
馬
が
異
常
に
強
襲
さ
れ
る
場
面
と
な
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
王
宮
占
領
、
成
歓
の
戦
い
、
平
壌
の
戦
い
、
な
ど
の
戦
罷
場
面
で
も
共
V穿，
r 
て
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
戦
い
の
結
予
が
、
騎
議
員
族
で
こ司とシ}、
現
し
て
い
る
れ
る
。
そ
イ
デ
オ
ロ
、
キ
!
Iま
で
も
措
か
れ
て
い
る
の
を
護
認
で
き
る
。
j 
黄
海
之
同J
戦
我
松
島
之
水
兵
臨
究
開
敵
艦
枚
続
J
は
、
「
未
だ
沈
司
法
ぬ
や
詑
遠
は
」
と
い
に
な
っ
て
有
軍
蓋
松
島
の
水
い
た
も
の
だ
が
、
名
に
な
っ
は
こ
の
将
校
に
剣
合
持
た
せ
て
い
る
。
海
戦
の
指
揮
に
刀
は
不
が
、
将
校
リ
武
士
の
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と
(
原
田
敬
二
的
精
神
H
万
、
と
い
う
連
想
の
産
物
で
は
な
い
か
。
戦
争
は
生
死
を
か
け
た
戦
い
で
あ
り
、
人
間
の
攻
撃
性
が
強
調
さ
れ
、
賞
賛
さ
れ
る
。
日
本
の
文
化
は
、
攻
撃
性
が
強
い
と
、
野
田
正
彰
氏
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
化
は
ど
こ
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
、
軍
隊
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
武
家
道
徳
が
採
用
さ
れ
、
軍
人
訓
戒
や
軍
人
勅
諭
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
た
と
と
が
、
近
代
に
お
け
る
由
来
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
我
々
は
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
戦
争
の
描
き
方
の
中
に
、
武
士
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
調
す
る
も
の
が
頻
繁
に
登
場
し
、
広
く
人
々
の
日
に
触
れ
、
話
題
に
な
り
、
心
性
と
な
っ
て
い
っ
た
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
錦
絵
と
い
う
絵
師
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
可
能
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
想
像
さ
れ
た
戦
闘
場
面
に
、
馬
と
万
を
添
え
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
隊
は
「
武
士
」
の
よ
う
に
、
勇
敢
で
男
ら
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
錦
絵
の
分
析
は
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
。
美
談
な
ど
描
き
方
、
清
親
ら
作
家
の
問
題
な
ど
未
解
明
の
分
野
は
多
い
が
、
次
の
課
題
と
し
た
い
。
む
す
び
に
か
え
て
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
国
民
は
、
新
聞
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
戦
争
の
実
況
に
感
た
く
さ
ん
の
文
字
と
並
ん
で
、
挿
し
絵
も
数
多
く
掲
載
さ
動
し
た
。
新
聞
に
は
、
れ
て
い
た
。
巷
に
は
、
錦
絵
も
多
数
出
回
っ
て
い
た
。
正
月
を
迎
え
る
準
備
の
一
つ
に
、
日
清
戦
争
や
戦
争
一
般
を
題
材
に
し
た
双
六
も
買
え
た
。
帝
国
議
会
が
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
「
挙
国
一
致
」
を
現
出
し
た
の
に
は
及
。
は
な
か
っ
た
が
、
国
民
も
そ
れ
に
近
い
精
神
状
態
と
な
り
、
国
家
H
国
民
の
図
式
に
十
分
酔
っ
て
い
た
。
こ
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
日
露
戦
争
は
延
長
で
し
か
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
で
台
四
湾
を
植
民
地
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
歴
史
的
経
験
が
な
け
れ
ば
、
日
露
戦
争
の
講
和
を
め
ぐ
っ
て
「
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
」
な
ど
の
国
民
精
神
の
発
露
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
錦
絵
作
家
た
ち
の
作
品
は
、
日
々
民
衆
の
日
に
触
れ
、
人
々
の
共
感
を
よ
び
、
「
新
し
い
国
民
」
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
従
軍
作
家
た
ち
の
中
に
は
、
別
の
活
動
を
し
た
者
が
い
た
。
浅
井
忠
は
、
占
領
後
の
旅
順
を
題
材
に
し
た
「
旅
順
戦
後
の
捜
索
」
(
東
京
国
立
博
物
館
蔵
)
と
「
樋
口
大
尉
小
児
を
扶
く
る
図
」
を
油
絵
で
、
「
戦
場
の
天
長
節
祝
宴
」
を
水
彩
画
で
、
ス
ケ
ッ
チ
「
軍
馬
輸
送
」
な
ど
を
描
い
た
。
山
本
芳
翠
も
、
油
絵
「
吉
田
少
尉
部
下
の
二
十
七
勇
士
を
率
い
て
金
州
城
壁
を
登
る
図
」
な
ど
二
O
点
以
上
を
描
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
殆
ど
が
宮
内
省
に
納
め
ら
れ
、
御
物
と
な
っ
た
。
芳
翠
の
絵
の
う
ち
数
点
は
、
伏
見
宮
家
に
献
上
さ
れ
た
。
芳
翠
の
絵
は
、
ま
っ
た
く
外
に
出
な
か
っ
た
が
、
浅
井
忠
の
数
点
は
、
日
清
戦
後
の
一
八
九
五
年
第
四
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
(
京
都
市
)
で
公
開
さ
れ
、
「
旅
順
戦
後
の
捜
索
」
で
黒
田
清
隆
の
「
朝
敗
」
な
ど
と
と
も
に
、
妙
技
二
等
賞
を
受
け
た
。
久
保
田
米
遷
親
子
の
作
品
数
点
も
、
一
八
九
八
年
の
明
治
美
術
展
に
出
品
さ
れ
た
(
前
掲
山
本
書
、
二
一
九
頁
)
。
つ
ま
り
、
天
皇
と
そ
の
一
族
の
戦
勝
記
念
品
と
し
て
、
宮
中
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
欧
米
風
に
油
彩
で
描
か
れ
た
戦
争
画
の
最
初
の
役
割
は
、
御
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
一
九
世
紀
的
な
「
国
王
の
戦
争
」
の
意
味
を
深
め
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
の
結
果
形
成
さ
れ
た
「
国
民
」
が
、
天
皇
と
「
戦
勝
」
を
共
有
す
る
国
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
注
〈
1
〉
酒
井
直
樹
(
酒
井
直
樹
ほ
か
築
』
柏
署
一
勝
、
九
九
六
年
、
所
収
〉
。
(
2
)
近
代
日
本
の
最
初
の
海
外
出
兵
は
、
…
八
七
五
年
の
台
湾
出
兵
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
戦
争
」
に
限
っ
て
述
べ
た
。
〈3
〉
「
第
四
十
八
章
民
政
其
後
ノ
施
設
」
一
四
0
1
…
貰
(
参
謀
本
部
綴
叫
明
治
せ
七
八
年
日
清
戦
史
』
第
八
巻
、
一
九
O
七
年
)
。
(
4
)
原
島
陽
一
寸
解
題
L
、
閏
立
史
料
館
一
編
吋
明
治
開
化
販
の
錦
絵
恥
-w賞、
東
大
出
版
会
、
…
九
八
九
年
。
(
5
)
音
羽
峡
一
一
「
日
清
戦
争
」
、
『
浮
世
絵
事
戯
れ
』
中
、
商
文
俊
一
、
一
九
七
七
年
。
〈6
)
「
横
浜
絵
」
が
示
し
て
い
る
も
の
や
イ
メ
ー
ジ
、
象
徴
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
綴
で
ま
と
め
て
い
る
。
強
稿
「
近
代
へ
の
指
数
万
|
錦
絵
そ
め
ぐ
っ
て
」
(
原
回
数
一
編
吋
纂
宇
維
新
を
考
え
る
』
患
文
調
出
版
、
近
刊
、
所
収
)
。
(
7
)
以
下
の
伝
記
的
記
述
は
、
次
の
文
献
に
基
づ
く
。
日
A
知
仲
町
阿
部
ロ
ロ
戸
白
山
W
Z
J
Z
m山
口
01T言
語
伯
母
巧
間
企
∞
ま
i
H缶
詰
)
」
臨山川品畳間窓
吉
田
瑛
二
「
明
治
の
浮
世
絵
版
画
」
、
『
象
刊
浮
世
絵
』
第
一
二
四
号
、
一
九
六
八
年
秋
日
号
飯
島
問
問
…
ー
絵
掘
削
絡
伝
一
覧
ヘ
鰭
立
史
料
館
編
『
明
治
関
化
期
の
錦
絵
』
、
策
大
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。
(
8
〉
前
掲
原
島
、
・
m
変。
(
9
〉
「
欝
議
案
蚊
決
定
ヘ
市
山
川
正
明
編
『
日
線
外
交
史
料
』
(
4
)
日
清
戦
争
、
一一九
1
一
O
賞
、
原
審
一
勝
、
一
九
七
九
年
。
(
持
)
「
陸
奥
外
務
大
混
ヨ
リ
朝
鮮
間
関
駐
剣
大
潟
公
使
宛
」
議
倍
、
同
右
一
一
八
頁
。
(
日
)
槍
山
中
期
半
夫
コ
ロ
清
戦
争
|
|
秘
蔵
写
真
が
明
か
す
真
実
品
開
田
頁
、
講
談
授
、
一
九
九
七
年
。
〈M
M
〉
臼
朝
戦
争
(
烹
篤
占
領
事
件
)
の
真
実
を
明
か
す
史
料
『
包
清
戦
前
人
慈
案
』
の
発
見
と
、
内
容
分
析
に
つ
い
て
は
、
中
塚
現
『
暦
一
史
の
偽
造
を
た
だ
す
!
戦
史
か
ら
消
さ
れ
た
「
朝
鮮
王
宮
占
領
に
高
文
研
、
一
文
学
部
論
集
第
八
四
惨
ぷ
ノ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
脱
構
一C
C
C年
一
二
月
)
九
九
七
年
、
が
詳
し
く
、
唯
一
の
研
究
で
あ
る
。
参
謀
本
部
編
内
明
治
サ
七
八
年
日
清
戦
史
い
巻
O 
九
(
V
H
)
『
九
州
日
日
新
聞
』
(
熊
本
市
、
八
八
…
一
年
創
刊
)
が
、
に
近
い
報
道
そ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
権
派
の
日
清
戦
争
|
|
『
九
州
日
日
新
開
』
を
中
心
に
い
令
文
学
部
論
集
」
第
八
…
号
、
一
九
九
七
年
Z
月
)
で
ふ
れ
て
い
る
c
(
M
M
〉
野
田
正
彰
「
戦
争
と
罪
責
』
岩
波
警
街
、
一
九
九
八
年
。
{
M
W
)
梅
渓
昇
「
近
代
日
本
軍
隊
の
性
格
形
成
と
西
国
同
」
究
明
治
前
期
政
治
交
の
研
究
恥
米
来
社
、
一
九
六
三
作
所
収
)
。
〈
口
)
吋
文
化
黙
講
座
・
日
本
の
ふ
炎
4
絵
画
〈
明
治
t
p
賠
務
て
五
O
頁、
法
規
出
版
、
一
九
七
八
年
。
門
補
選
】
本
穏
で
使
用
し
た
錦
絵
の
う
ち
、
僚
級
を
使
用
し
た
の
は
、
度
線
教
大
学
特
別
研
究
助
成
線
開
に
よ
る
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
と
す
る
。
九
九
八
年
て
謝
意
(
は
ら
だ
け
い
い
ち
九
九
九
年
十
月
十
五
日
受
理
まL
